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町長あいさつ 
飯豊町では、平成２６年３月に飯豊町地域福祉計画を策定し、「支え

合い、助け合いを基調に、すべての住民が住み慣れた家庭や地域で安

心して暮らすことができるよう住民等との協働のもとに地域福祉を推進す

ること」を目的に取り組んでいます。 

この間、地域社会の変化に伴いさまざまな生活課題が増え続け、住民  

の福祉に対する考え方や要望も年々複雑、多様化し、これまでの公的な施策や既存の体制で

は、支えきれない問題も多くなってきました。 

現在、本町のまちづくり計画の最上位計画となる「第５次飯豊町総合計画」の策定を進めて

います。「第４次飯豊町総合計画」で目指した、「家族やコミュニティといった社会を構成する基

礎を重要視し、人々の相互扶助や支え合いの精神を大切にしながら人との共生の視点から、

心の豊かさと人のつながりが感じられるまちづくり」を基本に、飯豊らしさとは何か、自分たちが

住む町は将来どんな町でありたいかを、住民の皆さんと共に考えながら策定に取り組んでいる

ところです。 

また、本町は、平成３０年６月、SDGｓ未来都市に選定されました。SDGｓは、2015 年 9 月の国

連サミットで採択された持続可能な開発目標の略称です。国連加盟国 193 ヶ国が 2030 年まで

に達成する目標として掲げたもので、持続可能な世界を実現するための 17 のゴールと 169 の

ターゲットから構成されています。世界の誰一人として取り残さないことを誓い、すべての国が

取り組む全世界的な目標です。本計画においても SDGｓの理念を反映し、全ての住民に健康と

福祉が享受されることを目指し策定したところです。 

本計画は、飯豊町における課題を再度整理し、地域住民、行政、社会福祉協議会、関係機

関・団体、サービス提供事業者等が連携、協働し、課題解決に取り組むことを目指し、飯豊町

が策定する「第２次地域福祉計画」と社会福祉協議会が策定する、５年後の目指すべき姿を描

いた「第２次地域福祉活動計画」を一体的に策定しました。 

人々の暮らしや社会構造の変化、前述の課題を抱えながらも、地域住民等が支え合うことに

より、住み慣れた地域で自分らしく暮らし、信頼・安心・生きがいのある地域を作っていくことの

できる「地域共生社会」の実現を目指し、福祉施策を推進してまいりますので、住民の皆様のご

理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見をいただきました住民の皆様や関係団体の

皆様、ご協力を賜りました多くの皆様に、心よりお礼を申し上げます。  

 

    令和 2 年 3 月 

                                飯豊町長  後 藤  幸 平 
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 社会福祉協議会長あいさつ 
               平素は、飯豊町社会福祉協議会の諸事業に対し、あたたかいご支 

援とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。平成 27 年 3 月に策定した 

「第１次飯豊町地域福祉活動計画」より 5 年が経過しました。  

この間、「ひとり一人の生に光をあて 幸せを実感できる暮らしづくり」 

をスローガンに掲げ、住民の皆様や地域福祉関係者、福祉団体の方々

との幅広い協働を築きながら、さまざまな福祉の取り組みを進め、新たな助け合いを創造してま

いりました。 

解決が難しい課題に対して、社協は、「どうにかならないものか」「何とか力を貸してほしい」と

周囲に呼びかけ、集まりや対話を通じて、「住民主体・利用者本位」への理解や地域福祉の

奥深さを皆様に知っていただけたことが、これからの社協活動に大いに生きてくるはず

です。 

一方、少子化だけでなく転出による人口減、核家族化の進行、生活様式の変化などを背景

として、地域活動の担い手の問題、制度の狭間におかれる方への支援の問題、更には未婚者

の問題などの新しい福祉課題が顕在化しております。また、近年では、法律施行や制度改正な

どが行われ福祉を取り巻く環境も目まぐるしく変化し、「我が事・丸ごと」の地域共生社会の実現

に向け、地域福祉の推進がこれまで以上に注目を浴びております。  

このたび、「第 2 次飯豊町地域福祉活動計画」の策定にあたり、各種調査をはじめ、主催事 

業や関係機関団体の会合に職員が出席し、課題の吸い上げを丁寧に行わせていただいたわ

けですが、正直、これからの福祉の先行きがつかめない中で、策定自体が大変難しいものとな

りました。 

不確実な将来を見据えながら、これまで通り継承する取り組みであっても「発展的に継続す

ること」「形は同じでも味を変えてみること」そして、「将来のまちの福祉はこうあってほしい」とい

う願いと考え方に基づき、試行錯誤の末、完成までたどり着くことができました。 

誰一人取り残さない次の時代を映し出す「新・地域福祉計画・地域福祉活動計画」に込める

思いを多くの皆様に伝えていくことが社会福祉協議会の使命であり、わたし達が描く「5 年後の

姿」の実現にむかって、拓かれた協働を意識しながら着実に取り組んでまいりますので、今後と

もより一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

最後に、貴重なご意見やご提言をいただきました地域福祉関係者の皆様、策定委員・アドバ 

イザーの方々に心から感謝を申し上げます。 

 

    令和 2 年 3 月 

                              社会福祉法人飯豊町社会福祉協議会 

                               会  長     伊 藤   榮 造 


